

































尾点」と呼ばれる漢文訓読で知られ、江戸湯島 開いたその塾 至誠堂」には多くの門人が集った。当然ながら著作も多い。漢学 酒を愛しながら、国学 必要を説き、和文に関わるときには直麿の号
を用いていた。書においても秀でていたと言われている。 『江戸名所図会』 『増補浮世絵類考』の著のある齊藤月岑とは厚誼が篤く、『武江年表』 『声曲類纂』の序文を荊山が書いている
⑴
。また月岑も荊








に「荘内少将令女暉子」 本をもって校合し 嘉永書写の『堤中納言物語』の 容について考察したものである。このことは後述する。その他、学習院大学所蔵の上田秋成の『落窪物語註解』には荊山の註がびっしりと書き込まれている。
このように荊山の和学については注意すべきであって、 『世諺問















本で、上巻の出現が待たれるが、七十六番の歌合を上下巻に割ったのであれば、当然上・下巻ともに「三十八番」ずつを収容することになろう。しかし、下巻は三十七番から始まり、七十二番 終わっていることから この歌合は本来は「七十二番歌合」であったはずである。と ろが、実際には本興行に続いて追加四番が催されたので「七十六番歌合」となっているのである
では、この歌合はいかなるものであったのだろうか。日尾荊山一






と述べるように、一門の稽古の為に一年 十一回、十年に及んで催されたことになる。このことは国文学研究資料館蔵『歌合抜書』にも「わかくれ竹の屋の月なみうた合 つらなりし」や「家のけいこうた合」とあることから確認できる。 『国書総目録』を繙けば










野田東一郎） 【持一】 ・なかたゝ （同属
　
岡田与八郎） 【勝一】 ・
てる子（庄内侯令女） 【勝一持一】 ・こま子（同侯令女） 【勝一】 ・下枝子【勝一持一】 ・たゝか 朽木） 【勝一】 ・まちせ（松山奥女中） 【持二】 ・ふちを（庄内奥老女） 【持二】 ・まつ岡（同奥老女） 【勝一持一】 ・正よし （高崎藩医
　














原栄） 【勝一】 ・英順【持一】 ・ちよせ
（庄内奥老中） 【持一】 ・ひろし【持二】 ・とし【持二】 ・すか（朽木藩古川氏母） 【持一】 ・とき【勝 ちよ（原栄妻） 持二】 ・保躬一】 ・くに（直麿妻） 【勝二】 ・ぬひ 庄内奥） 【 ふく【持一】 ・くに【勝一】 ・あや（直麿女） 【勝一】 ・竹子【持一】 ・ふく 二】である。
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これらに見える人物について簡単な注記を付してみれば、縣令勝

















に出羽庄内藩主酒井家の侍女となり、江戸藩邸奥向に出仕する。そこで日尾荊山から和歌や漢文を学んだのである。結婚 た時に 、邦子は荊山とは が二十六歳離れていたが、先妻の ・あや（文政十二年
（一八二九）
生）とは十四歳しか離れていなかった。荊山と
の間に一男三女をもうけたが、その詳細は不明であ そ 状況、すなわち邦子はもとは庄内藩の江戸藩邸勤務であったこと、後妻に入った日尾家には十二歳の先妻の子ども いたことを踏まえて『七十六番歌合』に立ち戻ってみる。
この歌合では、荊山が「下の巻時々見恋のうたより撰いてたるく
― ―26

































倶子、ぬひ子、みつ子、豊子、為子、みな子、ふさ子、三島、花子、とき子、千代子、精子、たつこ、かな きは さき子、琴 ふみ 朝子、よし 本田ます子、誠心院、雅子、久満
















































荊山歌合に参加していた であったことを想起していただきたい。静嘉堂本に記される「邦子」は、単に従順な妻としての筆記者であるだけでなく、荊山と結婚する前 十三年の長きに亘っ この暉子らとともに古典を学ぶ女性でもあったの る。すなわち暉子文化圏の一員であったのである。
とすれば、暉子本は「校合のために」 「偶然に」荊山の手元に届




て異本校合や本文作成を思いつく女性古典学者の姿が想定でき 可能性を認めたいのである。すなわち、夫荊山の意志 加え、邦子の自由な意志による書写態度の結果、国会本と 異なる本文を持つ静嘉堂本が生まれた 考えるもの る。
ここに大名家の女性の文事の一例が端的に示されよう。前出井上






の書籍の貸借がある程度認められていたのは当然であ 。そ 文事」と「友情」とを示す端的な事例として、この『堤中納言物語』貸借の一事を挙げてみたいと思う。日尾邦子は、庄内藩江戸藩邸を辞した後にも、酒井暉子から古典籍 借り出すこと できて それをもとに日尾荊山による校合本文が作成された いう江戸市井 古典学の一端がここに明らかとなるであろうと思われる。また近世期の『堤中納言物語』 享受面でも興味深 が、その考究は筆者 力量では敵わない。今後に期したい。
ここで思い合わされるのが、現小鹿野教育委員会所蔵の「伝庄内
― ―29









































































そこでの学科は「皇国学 「支那学」であり、教材として用いたのは、古事記・旧事記・本朝六国史・万葉集・左伝註疏・国語・綱鑑易知録・古語拾遺・新撰姓氏録・本朝神社考・皇朝史略・十八史略・元明史略・文章軌略・古今和歌集・国史略 新序・蒙求であり。さらに、素読 は稽古要略・神教要旨・孝経・四書・五経・小学を教材としていた 記されている。
とする。記録上は、直子一人が教授したかのようであるが、菅野の「実際には、継母の強力なバックアップがあったと思われる」との推測に従いたい。



















あって、直子には子が無く、旗本松平定一の娘で旧伊予松山藩主十七代久松定謨の妹であった増子を養女にしたことが知られる。だが、その経緯はやや複雑で、知られている資料を突き合わせれば、直子に荊山 弟子・省斎が婿入りしたようであるが、嘉永六年に没する。その他に敬三郎という養子がいたようであるが、日尾塾の後継者とはなりえなかった。結局、 下谷 邦 、 直 は 「至誠塾」 （竹陰女塾）を営むよう る。 片倉比佐子は明治九年で 「男女塾生百三十余名」で「かなり評判となっていた」とされる。別に邦子は会津の 容敬の養女と 、松平照子の歌道の師でもあっ 。そのため、多くの塾生が集うようになった時に、多摩 民権運動家石阪昌孝の娘で後に北村透谷の妻となる美那子が入塾した。明治十二年、美那 十二歳である。美那子は直子の信頼を得 、明治十三年から十七年まで「和漢学習字ノ助教」を務め その間 明治十五 には日尾家の養子となっている。美那子は塾の後継者とし 目され いたようである
⑽
。しかし美那子はすぐに養子縁組を解消して明治十七年には塾
を去っていく。その事情についての考察は本稿ではしない。その後に、先の旧伊予松山藩主の妹の増子を養女としたの ある。日尾塾は大名家に出入りするのみならず、その縁戚 っ だ 、父の背を追い続けて努力した直子 女塾は終焉を迎えた であお、日尾直子の没した明治三十年 前年、成瀬仁蔵は「日 女 大
学設立之趣旨」 （ 『女子教育』青木嵩山堂）を世に問うている。
以上、本稿では未紹介の『七十六番歌合』について、日尾荊山が


















































方〉 」 （研究代表寺島恒世）の研究成果の一部である。また小鹿野町教育委員会社会教育課長山本正実氏には特別 便宜を図っていただいた。末尾ながら謝辞を申し上げる。
